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ユニバーサル・ミュージアムをめざして 3周年記念実行委員会・1

はじめに

当館は今年3月で開館3周年を迎え

ます。

この 3周年を記念し色々な行事を計

画しています。周年事業では、外に向

けての問題提起を行い、併せて館の主

張やコンセプトをさらに明確にしてい

き、博物館が社会的に果たす役割をひ

ろげていきたいと願pます。

今回のシンポジウムでは、障害者、非

障害者にかかわらず博物館を共有できる

ユニバーサル的なミュージアムをめざし

て、先ずは視覚障害者と博物館の視点か

ら検討を試みたいと思います。

視覚障害者と博物館

「ユニ;'¥ーサル・ミュージアムをめ

ざして一視覚障害者と博物館 Jがシ
ンポジウムのタイトルです。

現在、ノーマライゼーション(平等参

加)のもとに各方面で、バリアフリーに関心

がもたれています。公共の図書館が点字図

書や対面朗読等の視覚障害者への対応を進

めているにもかかわらず、同じ社会教育施

設である博物点富での対応は十分とはいえな

い状況です。これは図書館が主に文字情報

を摺共しているのに対して、博物館におい

ては 『モノJにより情報提供を行っている
ことが多く、利用する側・される側とも

『モノを見るJということを中心に考えて
いるためです。しかし、かなり多くの身体

障害者が悶物館を利用されるようになった

E尉宜、視覚障害者にも同様に聞かれた博物

館づくりをめざすべきでしょう。

当館では、視覚障害者のために展示資

料の説明として音声ガイド機を用意して

います。このガイド機には展示についての

館長とガイドアナウンサーとのやり取りが

録音されており、視覚障害者だけではな

く、どなたにでも興味が持てる内容となっ

ています。視覚障害者へのバリアを取り除

くことを目的としていたことが、結果的に

はすべての人に展示解説を補足するものと

なりました。実は、このことが 「ユニバー

サル・デザイン」の考え方につながってお

り、すべての人々への自然な平等参加にな

るといえます。

ユ二八一サル・デ

ザイン

表1. ユニバーサル・デザインの 7原則

1:公平な利用 どのようなグループに属する利用者にとっても有

ユニバーサル・デ

ザイン (Universal

D国伊)とは、提唱者

のロナjレド・メイス

(Ron Mace)による

と、 「できうる限り

最大限、すべての人

に利用可能であるよ

うに製品、建物、空

間をデザインするこ

とを意味するJと説
明されています。つ

まり、障害者のため

だけのデザインでは

益であり、購入可能であるようにデザインする。

2 利用における柔軟性 幅広い人たちの好みや能力に有効であ

るようにデザインする。

3単純で直感的な利用 理解が容易であり、利用者の経験や、

知識、言語力、集中の程度に依存 しないようデザインする。

4:わかりやすい情報 周囲の状況あるいは利用者の感覚能力に

関係なく利用者に必要な情報が効果的に伝わるようデザインす

る。

5間違いに対する寛大さ一一危険な状態や予期あるいは意図しな

い操作による不都合な結果は、最小限に押さえるようにデザイ

ンする。

6身体的負担少な く一一能率的で快適であり、そして疲れないよ

うにデザインする。

7 接近や利用に際する大きさと広さ 利用者の体の大きさや、

姿勢、移動能力にかかわらず、近寄ったり、手が届いたり、手

作業したりすることが出来る適切な大きさと広さを提供する。

なく、高齢者、妊

婦、小さな子供などを含むすべての人に利

用できる製品や環境をデザインすることを

指しています。ユニバーサル・デザインの

支持者たちによって、デザインのための原

則が7つにまとめられています(表1)。

この原則は、デザイナーと利用者の両者

に、より利用しやすい製品や環境の特色を

気づかせるためにまとめられたものです

が、博物館の仕事に携わる者や利用者に

とっても参考となりそうです。とくにユニ

ノfーサル・デザインの概念がデザインから

スタートしていることもあり、展示企画を

考える際には大きな指針となると思われま

す。さらに、このユニバーサル ・デザイン

概念の背景には、その商品カによって製品

を開発する側にもメリッ卜が生まれ、産業

が活性化することが重要な要素としてあげ

られています。この点でもすべての人に開

かれたデザインといえます。博物館の場

合、その商品力は、よくいわれるように資

料の収集・保存、調査・研究、展示、学

習 ・普及の4つの柱が機能する包括的な

力といえます。すべての人にやさしく、そ

れぞれの機能が全体としても充実するよう

にデザインされた博物館づくりが「ユニ

ノTーサル・ミュージアム」理想の姿といえ

ましょう。

ユニバーサル・ミュージアムをめざして

ユニバーサルの観点では、 「もの」を展

示しJ情報を提供するという点で博物館と共

通性をもっ美討議官でL、くつかの試みが進ん

でいるようです。 Iタッチ・エキシビジョ
ン」といわれているような作品に触れて鑑

賞することのできる展覧会のことです。そ

れまでの視覚優先の展覧会に手で触れる鑑

賞をとりいれた形態は、 「自制を体感する

新しp鑑賞の可能性をひろげています。あ

る美術館では、これを「視覚障害者のため

の展覧会」と乙だわるのではなく、視覚障

害者、晴眼者をとわず純粋に問削を鉱賞

するものと位置づけています。ユニバーサ

ルの考え方に協調できる新しい潮流を感じ

る企画だと思います。

博物館の分野で、すべてのユニバーサ

ル・デザインを満たしたユニバーサル ・

ミュージアムをつくることは現実には難

しいことです。しかし、バリアの一つ一

つを改善クリアしていき、バリアフリー

の実績の積み重ねによってユニバーサル

をめざすことは、博物館にとって素晴ら

しいことでしょう。博物館に携わる人々

に新しいユニバーサルという考え方が意

識されるとともに、それを育むような社

会になることが期待されます。
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